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表2．1：船舶航行システム構成要素の内訳
糠 中要素 螺 内訳（例）自船 緋 用途 貨物船、油送船、漁船サイズ 長さ、幅、喫水
雛 翻 ジーゼル、タービン、ジェット方法 プロペラ、帆、ジェット
講 制御機 主機制御装置、サイドスラスタ鮪 時計、コンパス、ログ、レーダ、ソナー、GPS、レコーダ灘 汽笛、VHF、信号灯、信号旗指示器 主機回転計、舵角指示器、風向・風速計
その他 萱野テレビ
雛 鱗 針路瀬御時牲勘 速力制御特姓輔 騨航行環境 聯 水深 可航z繊、暗礁、障害物鞭 底質、レーダ反射特性魎 航進目標、測位目標撮 係留施設自然 嘲 季節、時間（昼、夜、薄明）鍛 天候、風視程鹸 波浪、潮流交通 繍 年暦、サイズ、針路、速力鱗 推薦航路鋤 航路標識、航行援助施設規財 海上衝突予防法、海上交通安全法、瀬彗法
齢 瀟 雌 位置決定見張り 繍、轍、レーダ情報調 運動、気象、海象畿 海図、信号書、潮汐表緻 行動決定㈱ 当直 当直業務、当直交代轍 早縄員、職務鍍 パイロット、タグ、通i報
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表23：現在遭遇機態把握のための避五二腰情報
情報名 鮒青報名 収集情報名 収集方法
自船現行動 吊船針路 測定（コンパス）
自軍速：カ 測定侮グ）








針路変化 冒標アスペクト 號速力変化 目標航走波 襯冒標意思 目標揖揚信号 號目標音響信号 鵜目標相対位置 目標距離 測定（レーダ〉
目標方位 測定（コンパス〉
安全航過距離 序章占有空閲
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全体に対』して
画像情報の解読
艘 特徴抽出 識別 情報曲出
物標に対して
画豫情報の解読
艦 特徴抽出 識別 情報抽出
／
図2．3：画象理解の階層構造
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上部構造物      船体
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図3．2：全体の縦にずらす大きさと閾纏に対するエッジの数
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       表3．2：画豫特徴要素の解読（画豫上のサイズよ恥
鱗    長さが横いっぱい
    長さが縦いっぱい
  アスペクトが細長すぎる
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酪 面積ノ矩形面積 エッジ面積1面積 アスペクトB 1981 0．651216 0．38G111硅．50⑪◎oo
丑 285 0。52ig78 α1859652．785714
s 168 α350GO◎ ◎．2619◎5 3．333333
u 194 α45221荏 oβ505152．538462
｝ 194 0．563953 ◎．4484545β75◎00
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図4．2：全体の縦にずらす大きさと閾値に対するエッジの数
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醸 面樹矩形面積 エッジ面積／面積 アスペクトA 798 0．475000 o．2167924．200◎00
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     表4．5：画像サイズ













D 456 α323864 α1535091．3マ500G
E 27 0．500000 0．3333331．50◎000
F 34 0．283333 G．2352941．2GO◎OG
G 20 o．666667 0．3500◎012◎00◎◎
1 28 0．800000 ◎．3214291遵◎oo◎◎
5 137 ◎．7135蓬2 ◎．2189783．◎0000◎
K lo§ O．44166マ Gユ415091．666667
L 128 O．74，8538 ◎2734382．111111
翼 21 ◎．75◎◎G◎ ◎．1428571．75◎◎◎o
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図4．21：全体の縦にずらす大きさと閾値に対するノイズの数
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國
        口 E．
図423：物標候補のとりだし
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画像サイズは、表4．8のようになっている。これから、「B，C，Dはサイズが小さいのでノ
イズと予想される。画像位置よljAは物標候補中では遠いことになっているぶ、画像サイ
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蕪 これまでの修士論文の作成にあたll、画豫簿報の収集にあたむ協力をしていだだきまし
た汐路丸のみなさま、そして概究室の備品などを環境を整備してくださった、甲斐先生。
そして特にこの二年間辛抱強く御脂導して頂きました東京商船大学教授の今灘馬先生に
心から感謝します。
1993年1月
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